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研究成果の概要（和文）：　精神障害者向けのグループホームに従事する10名を調査対象とした訪問によるイン
タビュー調査を実施した。結果をまとめ千葉県作業療法第11巻1号に投稿・受理され掲載された。また、精神障
害者向けグループホーム職員への研修企画担当者に対するインタビュー調査を実施し、研修プログラムの開発の
必要性と研修プログラムの内容に関する提案を得た。これらの結果をまとめ帝京平成大学紀要第33巻に投稿・受
理され掲載された。以上の研究成果を踏まえての専門家会合を開催し、プログラム試案の採否および内容の検討
に関して、追加すべきプログラムなどの提案を受けて、研修プログラム案の作成にかかわる基礎資料のデータ入
手へとつながった。

研究成果の概要（英文）：　An interview survey was conducted by visiting 10 people who work in a 
group home for the mentally disabled. The results were compiled and published in Chiba Occupational 
Therapy, Vol. 11, No. 1.　In addition, an interview survey was conducted with the persons in charge 
of planning training programs for the staff of group homes for the mentally disabled, and 
suggestions were obtained regarding the necessity of developing training programs and the contents 
of training programs. These results were compiled, submitted, accepted, and published in Teikyo 
Heisei University Bulletin, Volume 33.　Based on the results of the above research, a meeting of 
experts was held to discuss the adoption or rejection of the draft program and its contents, and to 
receive suggestions for additional programs, which led to the acquisition of basic data for the 
development of the proposed training program.

研究分野：人間医工学　社会学　社会医学

キーワード： 障害者福祉　地域保健　地域福祉　作業療法学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的な意義や社会的な意義は以下のとおりである．
１．精神障害者の地域移行と定着支援の場として重要となるGHの職員について，国内で初めて，感情知性の視点
から明らかにするものである．２．GH職員の資質向上と職場定着に資する，具体的で有用性の高い研修プログラ
ムを提示するものである．３．精神障害の地域生活基盤拡充への安定したサービス供給体制の維持につながり，
精神科医療の医療費削減と効率的な予算再配分への一助となり，日本国民全体の精神保健の向上に寄与するもの
である．４．援助者の感情知性を活用したサポートの方向性を示し，援助者による痛ましい事件を防止するもの
である，その重要性を社会に広く提起する．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

1．研究開始当初の背景 

精神障害者を対象とした職域における職員の労働環境と業務内容について調査し，職員の資

質として職員自身や利用者の感情や情動に視点を置く支援の重要性を明らかにした（水野 2011 

2012 2016）．さらに，昨今の入居施設職員による患者への暴力や元介護職員による入所者殺傷事

件などの背景にも，こうした職員自身の心のサポートの不足が推測されると考え，本研究の視点

が今や最重要課題となっていると再認識した．そこで，精神障害者むけのグループホーム（以下

GH）において 

① 職員の職務に適した利用者支援に資する感情知性を明らかにする． 

② 感情知性の獲得・向上に寄与する研修プログラムの開発が必要と考えた． 

そこで「利用者同士の情緒的相互作用を促せば自己表現の幅が広がる（居住支援家サービス事

業所職員研究会 2016）」ことを念頭に，研究代表者は，研究課題の核心をなす学術的な問いを

「GH の職員には，意志や感情の表出が弱く変性しがちな精神障害の特性を踏まえつつ，利用者

の意向をくみ取る力量と，利用者の関わりの中で生じた職員自身の感情の自己認知と対処技能，

つまり感情知性の活用能力の向上に資する研修プログラムが必要なのではないだろうか」とし

た． 

 

2．研究の目的 

インタビューおよび GH での参与観察によって，GH 職員に必要な感情知性を質的に明らかに

し， 感情知性の獲得と向上に寄与する研修プログラムを開発することである． 

 

3．研究の方法 

本研究は、まず最近の GH 研究の動向に関する文献検討を行い【4．研究成果（1）】，次に協力

施設への訪問・説明，職員からの同意を得て，インタビュー調査を実施した【4．研究成果（2）

（3）】．これらデータを基に研究分担者と解釈と分析を進めて研修プログラムを起案し，GH 職員

等の臨床家と研究者を招聘し Nominal group technique による会合を開催して内容の妥当性を

検討して得られたコンセンサスをもって研修プログラムの立案に至った．そして試案の実施，項

目ごとの必要性及び内容の検討を行って【4．研究成果（4）】，最終的に研修プログラムの開発に

つなげた．  

 

4．研究成果 

(1) 精神障害者むけグループホームに関する研究動向の検討 

精神障害者向けグループホームに関する過去 5 年間の研究動

向を探索することで，新たな知見を外観し今後の支援や研究活動

における課題を探索することを目的に文献検討を行った．結果，

10 編の対象文献が採用され（図１），文献の概要と研究の結果か

ら課題となることを検討しまとめた．１）当事者の自立への働き

かけ，２）地域連携体制への参加，３）高齢化への対応，４）世

話人の業務負担感への対策，５）グループホームの機能に関する

探索的研究の必要性，６）グループホームの機能別効果研究の必

要性の 6 点について，今後の支援と研究に関する示唆を得られ 図 1 文献収集と選択過程 



た． 

 

(2) グループホーム職員へのインタビュー調査による感情知性に関する質的分析 

精神障害者向けのグループホーム職員として求められている感情知性を明確にすることを目

的とする．精神障害者向けのグループホームに従事する 10 名を調査対象とし，訪問によるイン

タビュー調査とした．得られたデータは Berclson．B．の内容分析によって分析を行った．分析

の結果，グループホーム職員の業務上の感情知性に関連する 182 記録単位を抽出した．次に同一

の意味内容の記録単位を 20 項目にまとめ，さらに高次の概念でカテゴリー化し 5 カテゴリー<

葛藤の表出の重要さ>，<世話人の役割としての情緒的な支援>，<感情状態の察知>，<不穏時の対

応>，<適度な関係性の構築>が抽出された（表１）．これら本研究で得られたカテゴリーを，グル

ープホーム職員の業務における心的なプロセスとして時系列に置き換えてみたところ，それぞ

れのプロセスで活用されている感情知性とその構成因子との対応が示唆された． 

研究協力者の発言から得られたデータをもとに，GH 職員の業務におけるプロセスと対応する

感情知性について検討した（図２）．支援の場であると同時に生活の場でもある GH では，対象者

は「ホーム（家）」という場で心理的に退行することは少なくない．夜間帯や休日でもサービス

供給体制が維持されることが前提の GH の勤務実態において，職員にとっても「プライベートと

仕事の境」で気持ちの揺れ動きが日常であり，両価的な感情と心理的な巻き込まれが生じやすい．

感情面が揺さぶられ，葛藤的な状況が生じやすい下地が厳然としてそこにはあり，その日常にお

いて GH 職員は＜不穏時の対応＞の中で感情をコントロールし，《自己の感情状態の察知》や《対

象者の感情状態の察知》し受け止め共感しつつも，表出すべきか抑制すべきかの判断が常に迫ら

れている．Figley は「人々をケアすることで時には,相手の外傷性の体験に曝された直後の結果

として苦痛を経験する」とし共感疲労と呼んでおり,本研究の対象者である GH 職員の感情労働

を示している． 

表１ 内容分析の結果 



孤立しがちな労働環境を背景に，負担感

と不全感が GH 職員の「燃え尽き」に至る

リスクを避けるためにも，＜適度な関係性

の構築＞においてみられた職員の個とし

ての努力と，《スタッフ間での葛藤共有》

や《外部の人との葛藤共有》など組織や職

能団体での体制整備が必要であった．これ

ら支援者支援の手厚い職務環境を背景と

すると，GH 職員による＜世話人としての

情緒的な支援＞は促されて，《対象者との

情緒的交流》で観られたように対象者との

相互作用から職務への満足度も高まるも

のと考えられる．GH 職員にとって「仕事

を続けていくためのキーになる人間関係

（環境）」が前提において初めて，業務上

求められる感情知性が発揮されて一連の

心理的なプロセスが良循環することが示

唆された． 

 

(3) 精神障害者向けグループホーム職

員への研修企画担当者に対するインタビ

ュー調査における感情知性に関するプロ

グラムの必要性についての質的分析 

グループホーム（GH）職員には、利用者の意図や気持ち、心情を把握する能力が求められる。

そして、利用者との関係性の中で生じた職員自身の感情の自己認識と対処能力、すなわち感情知

能が必要とされる。そこで、本研究では、GH における職員の感情知性と職場適応の関係を明ら

かにし、研修プログラム開発の必要性や研修内容に関する示唆を得ることを目的とした。グルー

プホーム職員の研修企画者 2 名に半構造化インタビューを実施し、質的な検討を行った。その結

果、13 の［サブカテゴリー］と 2 つの【カテゴリー】が抽出された。その結果、無資格者に対

する研修は、目的・ニーズ・内容を区別する必要があることがわかった。また、定期的に参加す

ることが難しいことから、ニーズが満たされておらず、オンライントレーニングの必要性が示唆

された。 

記述データの質的な分析によって【管理者・サビ管研修会】【世話人・生活支援員研修会】の

二つにカテゴリーは大別された．サービス管理責任者（サビ管）は，3～10 年の実務経験と都道

府県の実施する研修修了が要件となっているため一定の専門性が確保されるが，世話人・生活支

援員には資格要件がないこと職員の非正規化が進んでいることが二つのカテゴリーの背景にあ

ると考えられる．前者の職名で業務を担当するものの多くは精神保健福祉士や社会福祉士など

の保健福祉領域の学習機会を有してきた有資格者が多く，後者は無資格者が多かった．つまりは，

研修の目的やニーズとその内容を職名によって差別化する必要性が見いだされた（図３）． 

図２ GH職員の業務におけるプロセスと対応する感情知性 



また，今回のインタビュー調査から［民間参入への対応］に表されたように，「2006 年 4 月の

「障害者自立支援法」の施行で，これまで障害関連事業の認可は社会福祉法人だけだったが、規

制が緩和された．さらに 2013 年 4 月，「障害者総合支援法」が施行され，民間企業の参入への敷

居が低くなり，給付金や補助金を頼りにした企業が大幅に増加した．」これらの潮流に応じて，

それらの中に保健福

祉的な教育背景を持

たない運営者や支援

者が増えたことによ

る弊害が生じてい

る．これら，今まで想

定されていた GH職員

とは一線を画した対

応をしなければなら

ない現状が増えてき

ており，研修内容も

それらに応じたもの

が求められてきているなどの新たな側面が明確となった． 

 

（4）研修プログラムの立案・試案の実施と項目ごとの必要性及び内容の検討 

先行研究（水野 2019，2022）をもとに作成した研修プログラムの試案に対して，GH 職員やピ

アサポーター，地域精神保健福祉の研究者といった専門家集団によってプログラムの内容の妥

当性を検討し 8 つの項目：①感情に関するスキル，②自分の感情に気づく，③他者の感情に気づ

く，④自分の感情を理解する，⑤他者の感情を理解する，⑥感情のコントロール，⑦感情知性と

ストレス対処，⑧感情の活用で構成される研修プログラム試案（約 150 分間）を作成した（図

４）．研究者が 7 施設に訪問し，のべ 15 名の GH 職員

に対して実施した．対象者には，試案に参加し体感し

たことに関するアンケートの記載を依頼した．内容は

(1) プログラム試案の各項目に対する必要性を 5件法

（5 点満点）で回答し，（2）気づいた点等の自由記載

と， (3)全体に対する自由記載の 3 点を聴取した． 

プログラム導入部分である項目①では，感情知性の

概念や歴史などの講義が中心で，聞きなれない言葉に抵抗感が見受けられ，理解度に合わせて平

易な言葉を選ぶことが課題となった．項目③では eMotion Feeling Cards によるゲーム形式の

グループワーク，④では自記式の評価尺度（EQS）による自己の感情知性傾向の把握，⑥ではハ

ンモックの使用，⑦ではレーズンエクササイズ，など直感的で体験型のアクティビティを取り入

れたのは作業療法士である研究代表者の志向性が反映されており，講義形式をとることが多い

研修との違いに新鮮さや楽しみを感じながら参加できたことで高評価を得られた．精神障害者

向け GH 職員の感情知性を育むプログラム試案の必要性は確認されたが，項目によって改善の余

地があることが示唆され，今後の効果検証が課題となった． 
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